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【手続補正書】
【提出日】平成31年4月15日(2019.4.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビークルの外部表面を画定する空気力学的微細構造と
　グラフィックの表現を伝えるために前記微細構造によって引き起こされる反射、及び／
又は反射率の変化を制御するために前記微細構造の上に重ね合わせられたサブ微細構造の
パターンと
を備え、サブ微細構造の前記パターンは、第１の反射特性を有するサブ微細構造の第１グ
ループと、前記第１の反射特性とは異なる第２の反射特性を有するサブ微細構造の第２グ
ループとを備え、
　サブ微細構造の前記第２グループは、サブ微細構造の前記第１グループと比較して、異
なる形状、又は配向を有する装置。
【請求項２】
　サブ微細構造の前記第２グループは、サブ微細構造の前記第１グループと比較して、異
なる間隔を有する、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　サブ微細構造の前記パターンは、前記外部表面のサブ微細構造及び比較的平坦な部分を
備える、請求項１または２に記載の装置。
【請求項４】
　サブ微細構造の前記パターンにおけるサブ微細構造間の間隔は光の波長にほぼ等しい、
請求項１から３のいずれか一項に記載の装置。
【請求項５】
　サブ微細構造の前記パターンにおけるサブ微細構造の表面は反射性コーティングで被覆
されている、請求項１から４のいずれか一項に記載の装置。
【請求項６】
　サブ微細構造の前記パターンにおけるサブ微細構造間の間隔は、約０．４マイクロメー
トル未満である、請求項１から５のいずれか一項に記載の装置。
【請求項７】
　前記外部表面の近傍にカラー層を更に備える、請求項１から６のいずれか一項に記載の
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装置。
【請求項８】
　微細構造の外部表面上に第１の反射特性を有するサブ微細構造の第１グループを設ける
こと、
　前記外部表面上又は前記外部表面近傍に前記第１の反射特性とは異なる第２の反射特性
を有するサブ微細構造の第２グループを設けること
を含む方法であって、光学的な効果を作り出すために前記微細構造によって引き起こされ
る反射、及び／又は反射率の変化を制御するために、サブ微細構造の前記第２グループは
、サブ微細構造の前記第１グループと比較して、異なる形状、又は配向を有する、方法。
【請求項９】
　前記外部表面は、複数の微細構造の範囲に及ぶ、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記サブ微細構造の前記第１グループ又は前記第２グループを設けることは、前記外部
表面の上にサブ微細構造をエンボス加工することを含む、請求項８又は９に記載の方法。
【請求項１１】
　サブ微細構造の前記第１グループを設けるためツールを整列すること、及びサブ微細構
造の前記第２グループを設けるため前記ツールを再整列すること又は移動することを更に
含む、請求項８から１０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１又は第２サブ微細構造グループにおけるサブ微細構造間の間隔は約０．４～０
．７マイクロメートルである、請求項８から１１のいずれか一項に記載の方法。
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